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整 理 番 号  2020P-102 

補助事業名  2020年度 学術・文化の振興のための活動 補助事業 

補助事業者名  公益財団法人広島市文化財団 

 

１ 補助事業の概要 

⑴ 事業の目的 

  ア 国境や言語を超えた人類共通のメディアであるアニメーション芸術を通じ、人類が

平和に生きることを追求するASIFA（国際アニメーションフィルム協会）の心と、世界

の恒久平和を願うヒロシマの心が一つになって行う、「愛と平和」を希求する祭典とす

る。 

  イ 国内外から参加する多くの人々が世界最初の被爆地広島で被爆の実相に触れること

により、人間相互の尊厳を理解するとともに、平和意識の高揚と友愛・連帯の輪の広

がりを願い、世界平和の実現に寄与する。 

  ウ 世界の著名なアニメーション作家が一堂に会し、作家と参加者が集い、ふれあいな

がら、傑出した作品を鑑賞することにより、世界のアニメーション芸術の普及・発展

及び映像文化の振興、映画産業の発展に寄与する。 

⑵ 実施内容 

ア 主催団体等 

【主催】広島国際アニメーションフェスティバル実行委員会 

    広島市、公益財団法人広島市文化財団 

【共催】国際アニメーションフィルム協会日本支部 

【公認】国際アニメーションフィルム協会 

  【協力】日本アニメーション協会 

 【補助】文化庁、公益財団法人JKA 

 【後援】総務省、外務省、経済産業省、観光庁、国際交流基金、日本政府観光局（JNTO)、

広島県、広島県教育委員会、広島市教育委員会、 

公益財団法人広島平和文化センター、 

公益財団法人広島観光コンベンションビューロー、 

    一般社団法人中国経済連合会、広島県商工会議所連合会、広島県経営者協会、 

    広島経済同友会、一般社団法人広島青年会議所、広島市PTA協議会、 

    広島市中央部商店街振興組合連合会、公益社団法人映像文化製作者連盟、 

    一般社団法人日本動画協会、一般社団法人日本映画テレビ技術協会、 

    中国新聞社、朝日新聞広島総局、毎日新聞広島支局、読売新聞広島総局、 

    日本経済新聞社広島支局、産経新聞社、共同通信社広島支局、時事通信社、 

    NHK広島放送局、中国放送、広島テレビ、広島ホームテレビ、テレビ新広島、 

    広島エフエム放送、FMちゅーピー76.6MHz、ちゅピCOMふれあい、 

    ちゅピCOMひろしま、株式会社アニマックスブロードキャスト・ジャパン、 

    カートゥーン ネットワーク 
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イ 国際名誉会長 

    アレクサンドル ぺトロフ（画家、監督、アニメーター、脚本家／ロシア） 

  ウ 実行委員会会長 

    松井 一實（広島市長） 

  エ フェスティバル・ディレクター 

    木下 小夜子（ASIFA会長、ASIFA日本支部会長） 

  オ 実施概要 

    新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、開催方式を変更・縮小し、世界各

国・地域から応募されたアニメーション作品について、オンライン会議で選考審査

及び本審査（コンペティション）を行いグランプリ等を決定したほか、特別プログ

ラムとして優れた作品を選定した。 

  カ 実施期間 

    令和元年度及び令和2年度の2箇年 

     令和元年度 広報、宣伝、作品募集等の準備業務 

     令和２年度 選考審査 令和2年5月1日～令和2年5月29日 

           本審査  令和2年8月20日～令和2年8月24日 

  キ 国際選考委員（選考審査）5名 

    委員長 大西 宏志（日本） 

        スヴェトラナ フィリッポヴァ（ロシア） 

        ズビグニェフ チャプラ（ポーランド） 

        リン トムリンソン（アメリカ） 

        ステファン ストラティル（オーストリア） 

※  時差により海外の国際選考委員4名がオンライン会議に携わるのが困難となっ

たため、日本の大西 宏志と、海外の国際選考委員4名から委任を受けた国内の代

理国際選考委員（佐藤 皇太郎、長尾 真紀子、木下 小夜子）が、選考審査を行っ

た。 

   ク 国際審査委員（本審査）4名 

     委員長 伊藤 有壱（日本） 

         オットー アルダー（スイス） 

         クリスチャン フェイゲルソン（フランス） 

         チャン ヒュンユン（大韓民国） 

   ケ 応募作品数 

     2,339作品（84か国・地域） 

   コ 本審査（コンペティション）作品数 

     59作品（32か国・地域） 

   サ 受賞作品数 

     18作品（14か国） 
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   シ 特別プログラム作品数 

     6プログラム、211作品 

 

 

２ 予想される事業実施効果 

    本フェスティバルについては、これまでの成果を踏まえつつ、今後はなお一層、広く市

民に開かれ、気軽に参加できるものになるよう、内容及び実施方法の見直しを行い、「音楽」

と「メディア芸術」を柱とした総合文化芸術イベントの中で開催する予定（令和4年度開催）

であり、その取組方法を工夫すれば、以下の効果も狙うことができる。 

 ① 文化芸術活動の担い手の拡大・育成 

 ② 地域コミュニティの活性化などのまちづくり 

 ③ 観光振興などまちの賑わいづくり 

 

 

３ 補助事業に係わる成果物 

 補助事業により作成したもの 

第18回広島国際アニメーションフェスティバル公式記録  750部 

 

 

４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 公益財団法人広島市文化財団 

（コウエキザイダンホウジンヒロシマシブンカザイダン） 

住   所： 〒730-0812 

広島市中区加古町4番17号 

代 表 者： 理事長 北吉 孝行（キタヨシ タカユキ） 

担 当 部 署： 文化事業部事業課（ブンカジギョウブジギョウカ） 

担 当 者 名： 主査 横村 直樹（ヨコムラ ナオキ） 

電 話 番 号： 082-245-0245 

F A X： 082-504-5658 

E - m a i l： yokomura-n＠hiroanim.org    

U R L： http://www.cf.city.hiroshima.jp 


